
第５回 大垣市次世代育成支援行動計画策定評価委員会 会議録 

 

日 時  平成22年１月29日（金） 

     13:30～ 

場  所  市役所２階 ２－１会議室 

 

１．会議次第 

(1) （仮称）大垣市子育て支援条例について 

(2) （仮称）大垣市子育て支援計画について 

(3) その他 

 

２．出欠席等の状況 

(1) 出席委員：12名（敬称略） 

所  属 職  名 氏  名 

岐阜経済大学 経営学部教授 竹内 治彦 

大垣女子短期大学 図書館長兼教育センター長 矢田貝 真一 

大垣市医師会 会長 山川 隆司 

大垣市子ども会育成連絡協議会 書記 三代 広子 

大垣民間保育園連合会 （きど保育園園長） 安田 民代 

大垣市民生・児童委員協議会 主任児童委員会会長 古川 政子 

大垣市ＰＴＡ連合会 母親代表 長瀬 ちえ子 

ＮＰＯ法人くすくす 理事長 安田 典子 

大垣商工会議所 専務理事 成瀬 重雄 

連合岐阜西濃地域協議会 副議長 堀場 貴仁 

公募委員  林 幸子 

公募委員  平野 幸子 

 

(2) 欠席委員：１名（継承略） 

所  属 職  名 氏  名 

大垣私立幼稚園連合会 （大垣幼稚園主事） 岩田 和行 
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 (3) 事務局：６名 

加藤 悦子（子育て支援部長） 

林 幹雄（子育て支援課長） 

木村 あけみ（子育て支援課対策官） 

鈴木 裕子（子育て支援課対策官） 

佐竹 裕樹（子育て支援課庶務係長） 

吉安 正和（子育て支援課企画庶務係） 

 

(4) その他参加者：１名 

井川 俊二（㈱エディケーション：計画策定支援業務委託事業者） 

 

(5) 傍聴者：なし  

 

３．議事 

(1) （仮称）大垣市子育て支援支援条例について 

事務局：説明 

    資料１ （仮称）子育て支援条例 パブリック・コメントの結果一覧 

    資料１－２ （仮称）子育て支援条例 

委 員 大垣市のパブリック・コメントの数はどれくらいか。 

事務局 余り多くない。子育て支援計画については、もう少し多い。 

委員長 「ですます調」の条例というのは初めてではないか。 

事務局 これまでの条例は「である調」だったが、今回の子育て支援条例は、初めて「で

すます調」の条例となった。 

委員長 特にご意見がないようなので、３月議会にこの条例案で提案させていただく。 

 

(2) （仮称）大垣市子育て支援計画について 

事務局：説明 

    資料２ （仮称）子育て支援計画 パブリック・コメントの結果一覧 

    資料２－２ （仮称）子育て支援計画 新旧対照表 

    資料２－３ （仮称）子育て支援計画 
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委員長 『若者の自立意識の高揚』の修正前は「学校教育の中で」という文言が入ってい

たが、修正後は無くなっている。学校教育課が担当課となっているので、学校教

育で行うのだろうということは推測できるが、だれがどこで行うのか明示したほ

うがよいのではないか。 

事務局 「教育を推進します」という文言でご理解をいただければと思う。実施計画では、

はっきりとした内容を出していこうと考えている。 

委 員 『留守家庭児童教室の障がい児の受け入れ』の修正前には、専門の職員を配置す

る旨が記載されていたが、修正後には記載されていない。専門の職員の配置はむ

ずかしいのか。 

事務局 専門の職員となると難しいかもしれない。身体障がいに対応する職員はいるが、

発達障がいに対応する専門員はいない。資格はなくても、専任で対応する職員が

配置できるよう努力したい。 

委 員 『保育園の第三者評価』の「園関係者評価」とは具体的にどのように想定してい

るのか。 

事務局 大垣市は幼保一体化を進めているので、幼稚園で行われている学校関係者評価を

保育園でも行いたい。保育園は学校ではないので、「園関係者」という言葉を用

いた。 

委 員 児童生徒という文言は、学校教育法の定義として使われていると思う。用語解説

の『児童』に、児童福祉法、労働基準法の定義は載っているが、学校教育法の定

義が載っていないので載せてはどうか。 

委員長 『病後児保育の拡充』の内容が「拡充を図ります」から「内容の充実を図ります」

と修正されたので、事業名も『病後児保育の充実』としてはどうか。 

事務局 修正します。 

委員長 目標事業量がすごく高くなる事業がある。 

事務局 実施計画の中で、年度ごとの目標値を持たせようと計画づくりをしている。単年

度ごとに進捗管理をしていきたい。 

委員長 一時預かり事業の目標事業量が高いが、目算の基に出しているのか。 

事務局 国の参酌標準を用いて算出した数値はさらに高い。市の状況を踏まえて、算出さ

れた数値よりも抑えた目標事業量とした。 

委 員 一時預かりは空いている時もあるが、増やすと利用も増えていくであろうし、周

知されていくと、これぐらいの利用は見込めるような気がする。 
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委 員 目標事業量の表の記載は、平成21年度から順番にした方がわかりやすい。 

委員長 以上の意見を踏まえて、３月議会にこの計画案で報告させていただく。 

 

(3) その他 

※子育て支援講演会 

 ３月20日（土）午後１時30分より  

 大垣市情報工房５階スインクホールにて開催 

  講師：ジョン・ギャスライト氏 

 


